
88

寒
さ
が
一
段
と
厳
し
く
な
る
今
日
こ

の
頃
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
皆
様
に
は
常
日
頃
か
ら

後
援
会
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
１
年
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す

と
、
千
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
震
災
が

３
月
11
日
に
東
日
本
を
中
心
に
発
生
し

ま
し
た
。
地
震
・
津
波
そ
し
て
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
被
災

さ
れ
ま
し
た
皆
様
方
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も

早
く
復
興
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
い
た
し

ま
す
。

さ
て
、
本
会
の
主
要
事
業
の
ひ
と
つ

で
あ
り
ま
す
『
地
域
別
教
育
懇
談
会
』

を
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
ま
し
て
、
支

部
主
催
18
会
場
、
本
部
主
催
４
会
場
で

開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
度
よ
り
若
干
少

な
い
で
す
が
、
約
６
０
０
名
の
ご
参
加

を
頂
き
、
盛
会
の
裡
に
終
了
で
き
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
ご
父
母
の
反
応
は
、

「
参
加
し
て
良
か
っ
た
」
と
の
ご
意
見

「
震
災
か
ら
復
興
へ
」
会
長
出
井
栄
一（
M4
埼
玉
）

が
大
半
で
あ
り
、
今
回
初
め
て
参
加
さ

れ
た
方
に
は
、「
次
回
も
参
加
し
た
い
」

と
言
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
家
庭
と
大
学
を
結

ぶ
会
で
あ
り
、
ご
父
母
が
普
段
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
を
直
接
先
生
方
に
お

聞
き
で
き
る
良
い
機
会
で
す
。
参
加
さ

れ
な
か
っ
た
ご
父
母
の
方
々
は
、
次
年

度
は
是
非
と
も
参
加
し
て
み
て
は
如
何

で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と
何
か
を
得
ら
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
、
ご
多
忙
の
節
に
各
会
場
へ
出

張
し
て
頂
き
ま
し
た
柳
澤
学
長
先
生
を

は
じ
め
と
す
る
教
職
員
の
皆
様
方
、
並

び
に
会
場
の
準
備
等
運
営
に
ご
尽
力
を

頂
き
ま
し
た
支
部
役
員
、
理
事
の
皆
様

方
に
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
会
の
特
別
事
業
で
あ
り
ま
す
『
第

２
食
堂(

ピ
ザ
リ
ア
・
ト
レ
ビ)

の
デ
ッ

キ
テ
ラ
ス
に
テ
ン
ト
屋
根
設
置
及
び
厨

房
を
含
め
た
室
内
の
改
修
工
事
』
が
10

月
下
旬
に
完
了
い
た
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
学
生
諸
君
の
利
用
拡
大
を
期
待
い

た
し
ま
す
。

後
援
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
学
生
、
家

庭
と
大
学
の
架
け
橋
と
し
て
、
会
員
の

皆
様
の
ご
要
望
に
心
を
込
め
て
対
応
す

べ
く
、
役
員
一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
活

動
し
て
参
り
ま
す
の
で
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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来
る
２
０
１
２
年
が
皆
様
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し

て
学
生
諸
君
が
大
き
な
夢
と
希
望
を
も

っ
て
明
る
く
生
き
て
い
け
る
世
の
中
で

あ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

近畿支部会場全体会

平
成
23
年
度
の
地
域
別
教

育
懇
談
会
は
、
支
部
主
催
18

会
場
（
東
中
国
支
部
と
西
中

国
支
部
は
合
同
開
催
）、
本
部

主
催
４
会
場
の
計
22
会
場
で
開
催
さ
れ
、

５
８
２
組
の
会
員
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
会
長
の
ご
挨
拶
に
も
あ
る
よ

う
に
、
参
加
し
た
会
員
か
ら
は
、
大
変

有
意
義
な
会
で
あ
っ
た
、
参
加
し
て
よ

か
っ
た
、
と
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３
月
11
日
の
震
災
や
原
発
問
題
に
よ

っ
て
、
開
催
が
困
難
と
思
わ
れ
た
支
部

も
あ
り
ま
し
た
が
、
19
支
部
全
て
の
会

場
で
開
催
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
支

部
長
を
は
じ
め
と
す
る
支
部
役
員
の
皆

様
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
す
。
心
よ
り
感

謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、

被
災
地
域
の
参
加
率
も
例
年
並
か
そ
れ

以
上
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

今
震
災
で
地
域
住
民
と
の
交
流
・
絆

の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
是
非
と
も
後
援
会
の
支
部
組

茨城県支部会場全体会

群馬県支部会場個別面談 千葉県支部会場個別面談

平成23年度 地域別教育懇談会
全
国
22
会
場
で
盛
会
裡
に
終
了

織
を
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

本
学
の
教
育
懇
談
会
は
、
他
大
学
に

は
な
い
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
皆

様
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。
今
年
参
加

で
き
な
か
っ
た
会
員
の
皆
様
も
、
是
非

来
年
は
会
場
へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

被
災
地
の
皆
様
の
ご
健
康
と

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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平成23年度地域別教育懇談会実施結果一覧
（M＝機械工学科　P＝ものづくり環境学科　S＝創造システム工学科　E＝電気電子工学科　C＝情報工学科　A＝建築学科　L＝生活環境デザイン学科）

主催支部名 月日（曜）　 開催会場名 対象地域 大学教員出席者
蔵王支部 9月 3日(土) 山形市 ホテルキャッスル 山形県・宮城県 98 35 35.7% 長坂教授(M)　佐藤教授(P)　櫛橋准教授(S)

當山講師(E)　大木教授(C）　松田助教(C）

上田助教(A)

北陸支部 9月 3日(土) 富山市 富山電気ビルディング 富山県・石川県 21 8 38.1% 成田教育研究推進室長　吉澤教授(S)

福井県 片山教授(C)　田中准教授(A)

群馬県支部 9月 4日(日) 高崎市 高崎ビューホテル 群馬県 298 54 18.1% 柳澤学長　梅崎教授(M)　二ノ宮准教授(M)

小野教授(P)　渡部教授(S)　青柳教授(E)

吉田准教授(E)　北久保准教授(C)　白石教授(A)

武田教授(A)　小竿講師(L)

茨城県支部 9月 4日(日) つくばみらい市 スターツ総合研究センター 茨城県 446 75 16.8% 村田教授(M)　張准教授(M)　貫井講師(P)

鈴木教授(S)　田村講師(S)　谷澤教授(E)

日下部准教授(E)　石川教授(C)　丹羽准教授(C）

小川教授(A)　吉村助教(A)　足立准教授(L)

千葉県支部 9月 4日(日) 千葉市 京葉銀行文化プラザ 千葉県 174 30 17.2% 野口准教授(M)　丹澤准教授(P)　中里教授(S)

中村教授(E)　飯倉准教授(C)　桑原教授(A)

近畿支部 9月 4日(日) 尼崎市 尼崎市立小田公民館 大阪府・京都府 23 4 17.4% 渡辺副学長　神野准教授(E)　佐々木准教授(A)

奈良県・滋賀県

兵庫県・和歌山県

岩手県支部 9月10日(土) 花巻市 湯の杜ホテル志戸平 岩手県 32 17 53.1% 田辺講師(M)　佐野准教授(S)　高橋教授(E)

小川教授(A)

静岡県支部 9月10日(土) 静岡市 男女共同参画センターあざれあ 静岡県 54 12 22.2% 増本講師(M)　石川教授(E)　成田剛准教授(A)

沖縄県支部 9月10日(土) 那覇市 琉球サンロイヤルホテル 沖縄県 9 6 66.7% 渡辺副学長

本部（九州) 9月10日(土) 福岡市 リファレンス駅東ビル 九州 6 1 16.7% 藤田総務部長

本部（四国）9月11日(日) 松山市 愛媛県武道館 四国 11 10 90.9% 藤田総務部長

本部(北海道) 9月11日(日) 札幌市 ＫＫＲホテル札幌 北海道 9 3 33.3% 磯用度管財課長

秋田県支部 9月17日(土) 秋田市 第一会館本館 秋田県 32 19 59.4% 細田准教授(M)　星野教授(S)　西村教授(E)

丹羽准教授(C)　成田健一教授(A)　吉村助教(A)

栃木県支部 9月17日(土) 宇都宮市 ホテル丸治 栃木県 361 61 16.9% 古閑教授(M)　高木准教授(M)　鈴木清教授(P)

吉澤教授(S)　瀧田准教授(S)　谷本教授(E)

森准教授(E)　辻村准教授(C)　山地准教授(C）

那須准教授(A)　西山講師(A)　瀬戸教授(L)

長野県支部 9月17日(土) 長野市 ホテル信濃路 長野県 77 15 19.5% 丹治講師(M)　三宅教授(S)　小林教授(C）

徐准教授(A)

西中国支部 9月17日(土) 松江市 サンラポーむらくも 広島県・山口県 8 3 37.5% 藤田総務部長　岡崎助教(M)　平栗准教授(E)

島根県 桑原教授(A)　石原助教(C）

東中国支部 岡山県・鳥取県 3 3 100.0%

福島県支部 9月18日(土) 郡山市 清稜山倶楽部 福島県 98 40 40.8% 大島教授(M)　八木田教授(P)　伴准教授(S)

神野准教授(E)　日下部准教授(E)　椋田教授(C）

田中准教授(A)　川村教授(L)

新潟県支部 9月18日(日) 長岡市 長岡グランドホテル 新潟県 63 20 31.7% 竹内教授(M)　飯塚准教授(S)　高橋教授(E)

正道寺教授(C)　上田助教(A)

山梨県支部 9月18日(日) 笛吹市 ホテル春日居 山梨県 22 8 36.4% 柳澤学長　中野准教授(M)　森田教授(E)

白石教授(A)

青森県支部 9月24日(土) 青森市 青森国際ホテル 青森県 83 26 31.3% 波多野教務部長　神教授(M)　樋口准教授(S)

森田教授(E)　江藤助教(C）　徐准教授(A)

西山講師(A)

本部(近県) 10月 2日(日) 宮代町 大学 東京都・埼玉県 2,405 128 5.3% 柳澤学長　波多野教務部長　梅崎学生支援部長

神奈川県 共通教育系主任　藤田総務部長　酒井財務部長

吉見学生支援課長　栗本教務課長

初見就職支援課長　各学科主任7名他

M7名,P1名,S4名,E4名,C6名,A1名,L1名

東海支部 10月09日(日) 名古屋市 東京第一ホテル錦 愛知県・三重県 9 4 44.4% 梅崎学生支援部長　高瀬准教授(C)

岐阜県 成田剛准教授(A)

合　　計 22会場 4,342 582 13.4% 延べ148名

開催
市町村

会員数
（人）

出席者数
（人）

出席率
（％）

※職名は開催日現在
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「
第
２
食
堂（
ピ
ザ
リ
ア
・
ト
レ
ビ
）」

は
、
第
１
食
堂
の
昼
食
時
の
混
雑
緩
和

を
図
る
た
め
、
平
成
６
年
度
の
後
援
会

特
別
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ス
タ
や
ピ
ザ
を
中
心
と
し
た
イ
タ
リ

ア
ン
を
主
に
提
供
す
る
食
堂
と
し
て
、

学
生
や
教
職
員
に
大
い
に
利
用
さ
れ
て

10
月
23
日
（
土
）、
静
岡
県
の
伊
豆

下
田
に
あ
る
「
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
下
田

寮
」
に
て
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
台
に
建
つ
下
田
寮
は
、
大
変
眺
め
が

良
く
、
海
や
島
も
見
渡
せ
ま
す
。

議
題
は
①
地
域
別
教
育
懇
談
会
・
支

部
総
会
実
施
報
告
②
予
算
執
行
状
況
に

つ
い
て
③
環
境
分
野
研
究
奨
励
助
成
金

に
つ
い
て
④
新
聞
広
告
に
つ
い
て
の
４

件
で
し
た
。
活
発
な
質
疑
応
答
が
あ
り
、

討
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
目
と
な
っ
た
「
北
東

北
支
部
合
同
Ｏ
Ｂ
会
」
が
７
月

23
日
（
土
）、
青
森
県
青
森
市

の
「
た
か
久
」
に
て
開
催
さ
れ
、

青
森
、
岩
手
、
秋
田
か
ら
９
名

の
Ｏ
Ｂ
及
び
現
役
役
員
、
大
学

か
ら
藤
田
総
務
部
長
、
飯
島
総

務
課
員
ら
が
集
い
旧
交
を
温
め

ま
し
た
。

こ
の
会
の
特
徴
は
、
会
長
を
立
て
な

い
こ
と
、
幹
事
は
各
県
が
持
ち
回
り
で

行
う
こ
と
、
Ｏ
Ｂ
会
と
い
う
名
称
で
あ

り
な
が
ら
現
役
の
後
援
会
支
部
長
が
幹

事
を
す
る
こ
と
、
会
費
は
当
日
の
実
費

の
み
と
い
う
こ
と
等
々
で
す
。
な
る
ほ

ど
こ
れ
で
あ
れ
ば
、
会
の
継
続
が
期
待

で
き
そ
う
で
す
。

来
年
は
岩
手
で
開
催
の
予
定
と
い
う

こ
と
で
す
。
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
さ

れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

い
ま
す
が
、
建
設
か
ら
16
年
が
経
過
し

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
改
修
が
必
要

な
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
平
成
23
年
度
の
後
援
会
特
別

事
業
と
し
て
、厨
房
を
含
め
た
室
内
の

改
修
、及
び
南
側
に
続
く
デ
ッ
キ
に
テ

ン
ト
状
の
屋
根
を
設
置
し
て
、雨
天
時

に
も
使
用
で
き
る
実
用
的
な
デ
ッ
キ
テ

ラ
ス
へ
の
改
装
を
実
施
し
ま
し
た
。本

事
業
は
５
月
の
総
会
に
お
い
て
ご
提
案

し
承
認
を
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
び
工
事
が
完
工
し
、
10
月
22

日
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
と
な

り
ま
し
た
。
壁
や
床
が
張
り
替
え
ら
れ
、

テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
も
新
し
く
な
っ
た
店

内
は
、
間
接
照
明
の
効
果
も
あ
っ
て
、

モ
ダ
ン
で
お
し
ゃ
れ
な
雰
囲
気
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

テ
ラ
ス
に
は
テ
ン
ト
屋
根
が
設
置
さ

れ
、
雨
天
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
隣
接
し
て
い
た
旧
図
書
館
の
解
体

に
伴
い
、
よ
り
開
放
的
な
オ
ー
プ
ン
テ

ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
約
50
の

テ
ラ
ス
席
が
設
置
さ
れ
た
た
め
、
混
雑

緩
和
に
も
繋
が
り
、
学
生
諸
君
に
も
好

評
を
得
て
い
ま
す
。

地
域
別
教
育
懇
談
会
と
同
日
に
12
の

支
部
で
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の

内
11
支
部
で
支
部
長
が
交
代
し
、１
支
部

で
再
任
と
な
り
ま
し
た
。前
支
部
長
に
は

会
長
よ
り
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

新
支
部
長
に
就
任
さ
れ
た
の
は
次
の

方
々
で
す
。
一
年
間
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

蔵
王
支
部
長
　
　
齋
藤
　
智
（
Ｍ
３
）

北
陸
支
部
長
　
　
杉
山
清
久
（
Ａ
２
）

群
馬
県
支
部
長
　
中
村
　
隆
（
Ｓ
３
）

茨
城
県
支
部
長
　
三
浦
英
俊
（
Ｓ
４
）

近
畿
支
部
長
　
　
吉
田
秀
明
（
Ｌ
２
）

岩
手
県
支
部
長
　
平
野
秀
明
（
Ａ
３
）

静
岡
県
支
部
長
再
任

田
代
公
男
（
Ａ
３
）

沖
縄
県
支
部
長
　
川
満
秀
吉
（
Ｅ
１
）

長
野
県
支
部
長
　
小
平
敬
治
（
Ａ
３
）

東
中
国
支
部
長
　
岸
　
安
江
（
Ａ
２
）

山
梨
県
支
部
長
　
北
原
一
彦
（
Ｍ
３
）

東
海
支
部
長
　
　
大
艸
眞
治
（
Ａ
２
）

～
以
上
開
催
順
、
敬
称
略
～

ねぶたの雰囲気が存分に味わえる賑やかな店内 全国から53名の理事が集まりました

支
部
総
会
を
開
催

第2回北東北支部役員合同OB会を開催

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
「
下
田
寮
」
に
て

理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た

平成23年度 後援会特別事業

第2食堂

「ピザリア・トレビ」の改修
ウッドデッキにテント屋根を設置し

雨天時も利用可能になりました

内装もリニューアルしモダンな雰囲気に

耐久性・デザイン性を兼ね備えたテント屋根
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若杉祭に合わせて支部合同視察研修を実施
テーマ

（金）〜11月6日（日）

杉 祭
ラフ

栃木県支部の皆様

11月5日（土）に来学した支部

蔵王支部の皆様

秋田県支部の皆様

童心にかえってミニSLに乗っちゃいました

福島県支部の皆様

千葉県支部の皆様 青森県支部の皆様

波多野教務部長の講話

LCセンターのギャラリーに展示された入
賞作品。高校生とは思えないほどレベルが
高いです。

学長賞・秀麗賞に選ばれたのは
小平佑也君（A3・長野）の作品「晴好雨奇」

11月6日（日）に開催された
「第25回日本工業大学建築設計競技表彰式」
テーマ：五感に響く「いえ」

英語教育センターを見学

トピックス

去る10月8日（土）に高崎ビューホテルに
て「工友会群馬県支部設立総会」が開催さ
れました。当日は出井後援会長も臨席し、
支部の設立を盛大に祝しました。初代支部
長には日工大ＯＢで後援会理事でもある桑
原金一氏が就任いたしました。同支部の発
展をお祈り申し上げます。

工友会群馬県支部が誕生

11月6日（日）には群馬
県支部より30名の会員
と御家族の皆様が来学
し、大学施設と若杉祭を
見学しました。



秀麗展にて審査中の柳澤学長
とってもおちゃめな表情ですね！
右は中央執行委員長の風間裕輔君（E4・新潟）

狙いをさだめて…

5

開催：11月4日（

若 杉
グラ

ようこそ若杉祭へ！！

少年よ、大志を抱け！！

自転車こぎで発電中

将来の日工大生！？

観衆を魅きつける

名パフォーマンス

芸術は…

バクハツだ！！

学友会館にて若杉中期間のみ営業した
「喫茶後友会」も大好評

ペットボトルのキャップ
で作りました

11月5日（土）に開催された「ホームカミングデー」も大盛況

学生環境推進委員会
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日
本
工
業
大
学
卒
業
ア
ル
バ
ム
委

員
会
で
は
毎
年
「
卒
業
ア
ル
バ
ム
」

を
製
作
し
て
い
ま
す
。
各
学
科
、
各

研
究
室
の
ペ
ー
ジ
や
一
年
次
か
ら
の

学
内
風
景
、
学
生
行
事
の
ペ
ー
ジ
が

あ
り
、
非
常
に
見
ご
た
え
の
あ
る
内

容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
生
涯
の

思
い
出
に
残
る
大
学
生
活
の
記
念
と

し
て
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
全
頁
フ
ル

カ
ラ
ー
で
価
格
は
送
料
込
み
で
八
千

円
で
す
。

【
お
申
し
込
み
方
法
】

お
申
し
込
み
方
法
は
、
次
の
二
通

り
ご
ざ
い
ま
す
。

●
既
に
当
委
員
会
か
ら
ご
子
息
・
ご

息
女
様
に
配
布
し
て
い
る
振
込
用

紙
に
て
申
し
込
む
。

●
直
接
下
記
連
絡
先
に
問
い
合
わ
せ

を
し
て
い
た
だ
き
、
振
込
用
紙
を

取
寄
せ
て
ご
両
親
様
が
申
し
込
む
。

※
い
ず
れ
の
場
合
も
「
ご
子
息
・
ご

息
女
様
と
ご
相
談
頂
き
、「
同
時
申

し
込
み
」
に
な
ら
な
い
よ
う
お
気

を
つ
け
下
さ
い
。

※
郵
便
局
窓
口
に
て
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

【
お
申
し
込
み
締
め
切
り
日
】

平
成
24
年
３
月
30
日
（
金
）

【
お
渡
し
方
法
】

卒
業
ア
ル
バ
ム
は
、
お
申
し
込
み

の
際
、
振
込
用
紙
に
ご
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
住
所
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

発
送
は
当
委
員
会
が
委
託
し
た
株
式

会
社
メ
デ
ィ
ア
出
版
が
印
刷
・
製
本

を
行
い
、
代
行
し
て
発
送
い
た
し
ま

す
。

【
お
届
け
日
】

平
成
24
年
７
月

【
活
動
時
間
】

平
日12

時
40
分
～
13
時
10
分

18
時
20
分
～
19
時
20
分

【
連
絡
先
】
　

ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

当
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

電
話
番
号

０
４
８
０
｜
３
２
｜
２
１
５
８

E
-m

ail
nit_album

@
hotm

ail.co.jp

※
土
・
日
祝
日
・
長
期
休
暇
中
は
、

対
応
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
下
さ
い
。

※
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
卒
業
ア

ル
バ
ム
の
発
送
以
外
で
は
使
用
い

た
し
ま
せ
ん
。

〜
四
年
生
の
ご
父
母
の
皆
様
へ
〜

平
成
23
年
度
は
、「
就
職
氷
河
期
」

の
再
来
と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど
就
職
環
境

は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
東
日
本

大
震
災
に
始
ま
り
、
歴
史
的
な
円
高
、

欧
州
経
済
の
減
速
、
タ
イ
の
洪
水
な
ど

の
逆
風
が
重
な
り
厳
し
さ
は
増
す
一
方

で
す
。

例
年
な
ら
就
職
活
動
が
本
格
化
す
る

時
期
に
、
採
用
延
期
や
採
用
中
止
を
す

る
企
業
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
本
学

の
学
生
の
多
く
は
先
行
き
不
安
と
な

り
、
ど
の
よ
う
に
動
い
た
ら
良
い
も
の

か
戸
惑
い
を
隠
せ
な
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も

積
極
的
に
活
動
を
し
て
内
定
を
得
、

早
々
に
活
動
を
終
了
さ
せ
た
学
生
が
い

る
一
方
で
、
半
ば
諦
め
モ
ー
ド
と
な
り

活
動
事
態
を
中
断
し
て
し
ま
っ
た
学
生

も
お
り
ま
し
た
。
秋
学
期
開
始
と
同
時

に
、
漸
く
本
格
的
な
活
動
を
行
い
は
じ

め
、
11
月
中
旬
で
約
５
割
、
前
年
同
時

期
よ
り
約
１
割
低
い
内
定
率
で
す
。
他

大
学
で
も
同
様
の
厳
し
い
内
定
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
、
内
定
を
得
て
い
な
い
学

生
に
対
し
て
、
一
人
ひ
と
り
へ
電
話
連

絡
を
し
て
就
職
活
動
状
況
の
把
握
を
す

る
と
と
も
に
、
就
職
支
援
課
へ
相
談
に

来
る
よ
う
に
と
呼
び
か
け
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
左
記
の
よ
う
に
、
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

①
学
内
合
同
企
業
説
明
会
（
学
説
）
の

開
催
時
期
と
日
程
を
増
や
し
て
実
施

②
未
内
定
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
実
施

③
研
究
室
へ
の
出
張
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
実

施
④
来
学
企
業
の
求
人
票
を
研
究
室
へ
回

覧
す
る
と
同
時
に
申
込
み
受
付

⑤
本
学
学
内
で
の
説
明
会
と
一
次
選
考

の
実
施

⑥
未
内
定
者
と
の
個
別
面
談
と
就
職
希

望
者
へ
の
求
人
企
業
の
斡
旋

⑦
情
報
媒
体
協
賛
の
学
説
実
施

⑧
埼
玉
県
協
賛
の
学
説
実
施

⑨
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談
会

⑩
埼
玉
労
働
局
へ
の
学
生
情
報
の
提
供

ま
だ
、
内
定
を
得
て
い
な
い
４
年

生
・
大
学
院
２
年
生
の
御
父
母
の
皆
様

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
心
配
の
こ
と

と
お
察
し
い
た
し
ま
す
が
、
ご
子
息
・

ご
息
女
に
対
し
「
最
後
ま
で
諦
め
る
こ

と
な
く
、
活
動
す
る
こ
と
」、
そ
の
た

め
に
も
「
就
職
支
援
課
へ
足
を
運
び
相

談
す
る
こ
と
」
を
お
伝
え
い
た
だ
き
、

ま
た
、
温
か
く
励
ま
し
応
援
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
就
職
支
援

課
は
最
後
ま
で
ご
支
援
い
た
し
ま
す
。

現
在
３
年
生
・
大
学
院
１
年
生
の
就

職
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
10
月
か
ら
開
始

さ
れ
た
会
社
説
明
会
等
の
採
用
活
動
に

関
す
る
広
報
の
開
始
が
、
経
団
連
の

「
学
業
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」

と
の
倫
理
憲
章
の
見
直
し
に
よ
り
、
２

ヶ
月
後
ろ
倒
し
に
な
り
12
月
か
ら
開
始

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
よ
っ
て

「
超
短
期
決
戦
」
と
な
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
と
思
い
ま
す
。
経
済
状
況
も
回

復
の
兆
し
は
望
め
ず
厳
し
い
就
職
環
境

が
待
ち
受
け
て
い
る
だ
け
に
、
左
記
の

事
項
に
つ
い
て
ご
子
息
・
ご
息
女
に
お

話
し
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

①
実
践
就
職
対
策
講
座
は
授
業
と
重
な

ら
な
い
限
り
出
席
を
す
る
。

②
12
月
11
日
（
日
）
・
12
月
18
日
（
日
）、

ま
た
、
２
月
22
日
（
水
）
か
ら
３
月

１
日
（
木
）
ま
で
実
施
す
る
「
学
内

合
同
企
業
説
明
会
」
に
は
必
ず
参
加

す
る
。

③
本
学
の
求
人
情
報
を
利
用
す
る
。

④
大
手
企
業
だ
け
で
は
な
く
、
中
堅
・

中
小
企
業
に
も
目
を
向
け
る
。

⑤
就
職
支
援
課
へ
足
を
運
び
、
職
員
を

大
い
に
利
用
す
る
。

就
職
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
就
職
支
援

課
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
０
４
８
０
ー

３
３
ー

７
５
１
０
（
直
通
）

学内合同企業説明会の様子（学友会館にて）

就
職
支
援
課
よ
り

ご
父
母
の
皆
様
へ

就
職
支
援
課
長
　
初
見
　
範
子
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平成23年3月の福島原発事故により、東北・関東を
中心に放射線量と放射線が環境に与える影響につ
いて関心が高まっています。そこで日本工業大学構
内及び周辺地域の放射線量を測定し、数値化して
マッピングすることにより、線量の高い地点（ホットスポ
ット）の有無の確認とホットスポット対策の議論を行い
ます。また放射線に関する正しい知識を学習すると
ともに周辺地域への情報発信を行います。

平成23年度　環境分野研究奨励助成金採択研究テーマ
本年度は以下の5件が採択されました。

研究テーマ及びチームの構成

研究テーマ

1

研究代表者

教職員：
学　生：

生物的プロセスによる色素増感太陽電池の
作製法の開発

創造システム工学科准教授 佐野健一
<創造システム工学科>
　千葉直軌、小野寺龍、新井裕太
　金田脩平、菅原章、高橋誠
　中山典久、橋本祥一

研究期間 研 究 の 概 要 助成額（円）

本研究は、生物が持つ鉱物化能力、いわゆるバイ
オミネラリゼーション反応を利用して、湿式太陽電
池であるチタニア色素増感太陽電池の電極を
“生物的”プロセスにより常温・常圧・中性水溶液
中で作製し、電極製造における環境負荷の低減
を目指すものである。学生には、色素増感太陽電
池の開発・製造および評価を通して、太陽電池が
共通に抱える環境負荷の高い資源利用といった
諸問題に対し、工学的な解決法の提案・探索とい
った「環境ゼミ」的教育を併せて実施する。

平成23年
　　  9月01日

平成24年
　　  6月30日

240,000〜

研究テーマ

2

研究代表者

教職員：

学　生：

学内の省エネ（節電）の対策とその効果の
見える化（定量化）

ものづくり環境学科教授 八木田浩史
共通教育系准教授 佐藤杉弥
<八木田研>
　原田裕人、網野秀俊、大谷友則、
　長妻大介、岡田龍幸、甲斐正也
<学生環境推進委員会>
　岩船拓也、佐山広晃、木村大樹(八木田研)

輪番空調停止など日本工業大学における省エネ
（節電）対策について、教室、研究室、実験室など
の消費電力、温度、湿度を測定することにより、そ
の効果を検証する。研究チーム参画学生の提案
に基づく省エネ（節電）対策も検討する。学生を対
象として、質問紙調査法を用いてエネルギー利用
（節約）に対する認識を抽出する。年ごとの気象
条件差、意識変化を考慮するため研究期間は来
夏までとする。

平成23年
　　  8月01日

平成24年
　　 09月30日

120,000〜

研究テーマ

3

研究代表者

教職員：
学　生：

無線LANネットワークおよびセンサ機器を
用いた温度・湿度管理システムの研究開発

電気電子工学科准教授　平栗健史
<電気電子工学科>
　小川知将、大和田涼介
　戸花洋貴（EEワークショップ）

東日本震災後において電力供給不足が懸念され
ている。今夏、冷房機器などの停止や温度調整に
より節電対策を行うことが予想されるが、広域で多く
の建物がある大学キャンパスなどでの温度・湿度情
報を収集し、管理を行うことは難しい、本研究では，
学内の既存無線LANネットワークと温度・湿度セン
サを利用し、広域な学内キャンパスの温度・湿度情
報をリアルタイムに簡易に収集でき、収集したデータ
を元に最適な温度設定の指標が導ける温度・湿度
管理システム試作機を構築することを目的とする。

平成23年
　　  8月01日

平成24年
　　  7月31日

240,000〜

研究テーマ

4

研究代表者

教職員：

学　生：

大学構内及び周辺地域の放射線量マッピング

共通教育系講師　梅谷篤史
共通教育系准教授　佐藤杉弥
<機械工学科>
　茂木優一
<電気電子工学科>
　松本直樹

平成23年
　　  7月01日

平成24年
　　  3月31日

240,000〜

助成総額：1,000,000円

佐野　健一

八木田　浩史

平栗　健史

梅谷　篤史

東日本大震災の影響から、原子力発電が危険視さ
れているなか、安全で環境に優しいソーラー発電に
注目した。本学のソーラー発電装置は独立型では
ないために充電できず、停電時においては、その有
り余る電力を利用することができない。
本提案研究は、小規模ではあるが、元機械工学科 
酒井茂紀教授の遺産であるソーラーパネル（23年
経過）10枚（５㎡）を野口が受け継いでおり、その有
効活用として、バッテリーに発電した電気を充電し、
インバーターにより交流100ボルトに変換し、家電製
品を稼働させるものである。パフォーマンスとしては、
1日充電した電力のみで、お米４合を炊飯器で炊
き、参加したメンバー5人で食する。

研究テーマ

5

研究代表者

教職員：
学　生：

独立型ソーラー発電装置の製作

機械工学科准教授　野口裕之
<機械工学科>
　菅原翼、西村鷹一
<建築学科>
　松本紗苗
<電気電子工学科>
　蛭田耕平

平成23年
　　  4月01日

平成24年
　　  3月31日

160,000〜

野口　裕之
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相談票 学科学年

学籍番号

学　生
氏　名
会　員
氏　名

連絡先
〠 TEL
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始

路線：①東武動物公園駅⇔大学
②ＪＲ新白岡駅⇔大学

料金：片道100円/回数券（14枚） 1,000円
定期券（1ヵ月） 2,000円

※予め乗車券をお買い求めの上、ご乗車ください。
スクールバス運行時刻表

東武動物公園駅（平日）

東武動物公園駅（土曜）
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